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一
九
四
三
年
一
月

四
月

期
待
さ
れ
た
両
大
家
の
「
国
民
文
学
」
と〈
非
国
民
〉
と
し
て
の「
鉄
面
皮
」
／
小
澤
純

「
中
央
公
論
」
新
年
号
に
は
島
崎
藤
村
「
東
方
の
門
」
と
谷
崎
潤
一
郎
「
細
雪
」
の
第
一
回
が
同
時
掲

載
さ
れ
た
。「
後
記
」
で
は
、「
事
変
」
か
ら
久
し
く
「
国
民
文
学
の
正
し
き
あ
り
方
」
を
待
ち
侘
び
た

「
我
等
後
進
」
が
「
両
巨
豪
」
へ
と
向
け
る
期
待
が
強
調
さ
れ
る
。
二
大
看
板
が
交
互
に
誌
面
を
飾
る
計

画
が
「（
つ
ゞ
く
次
回

三
月
号
）」「（
つ
ゞ
く
次
回

四
月
号
）」
の
表
記
か
ら
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
「
細
雪
」

は
軍
部
の
指
導
で
第
二
回
以
降
が
掲
載
見
合
わ
せ
と
な
り
、「
東
方
の
門
」
は
藤
村
の
死
に
よ
っ
て
一
〇
月

号
で
中
絶
す
る
。
た
だ
、「
国
民
文
学
」
と
名
指
さ
れ
た
二
作
へ
の
反
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
。

佐
々
木
基
一
「
青
春
の
文
学
（
文
芸
時
評
）」（「
日
本
評
論
」
二
月
）
は
、
冒
頭
で
「
歴
史
を
綜
合
的
に

描
き
出
」
す
「
東
方
の
門
」
を
取
り
上
げ
、「
過
ぎ
去
つ
た
歴
史
を
振
り
か
へ
り
、
様
々
な
時
勢
に
め
ぐ
り

合
つ
て
来
た
人
間
の
い
と
な
み
や
願
ひ
に
思
ひ
を
馳
せ
」
る
藤
村
の
心
境
を
評
価
す
る
。
四
迷
・
鷗
外
・

光
太
郎
・
直
哉
の
青
春
文
学
を
並
べ
な
が
ら
、「
歴
史
」
を
語
る
際
に
は
「
現
在
へ
の
痛
切
な
体
験
と
反

省
」
が
抜
け
落
ち
な
い
「
青
春
の
情
熱
」
を
維
持
し
、
同
時
に
「
昭
和
十
年
前
後
、
あ
の
文
芸
復
興
と
呼

ば
れ
た
時
代
」
の
「
青
春
の
挫
折
」
も
自
覚
す
べ
き
こ
と
が
主
張
さ
れ
る
。
明
治
期
以
来
の
「
青
春
」
の

堆
積
の
上
に
『
夜
明
け
前
』
に
続
く
歴
史
小
説
を
執
筆
す
る
藤
村
へ
の
敬
意
に
裏
打
ち
さ
れ
た
議
論
で
あ
る
。

福
田
恆
存
「
文
芸
時
評

文
学
至
上
主
義
的
風
潮
に
つ
い
て
」（「
新
潮
」
二
月
）
も
、
報
道
班
員
達
の

「
文
学
至
上
主
義
的
感
傷
」
を
批
判
し
つ
つ
、「
東
方
の
門
」
に
「
明
治
以
来
半
世
紀
に
亘
つ
て
民
族
の
心

の
動
き
を
先
導
し
」
た
「
大
き
く
豊
か
な
魂
の
息
吹
」
を
感
じ
、「
若
々
し
い
情
熱
に
深
い
感
動
を
覚
え
」
る
。

市
川
為
雄
「
国
土
と
文
学

文
芸
時
評

」（「
文
藝
主
潮
」
三
月
）
の
「
こ
の
作
家
が
歴
史
小
説
を
国

土
へ
の
愛
と
し
て
描
い
て
ゐ
る
姿
を
見
」
た
と
感
じ
た
点
も
、「
国
民
文
学
」
的
枠
組
み
の
近
傍
に
あ
ろ
う
。

対
照
的
な
の
は
宮
内
寒
彌
「
或
る
暗
示
」（「
新
潮
」
二
月
）
で
、
作
家
達
に
「
白
紙
令
書
」
が
届
い
た

一
昨
年
の
出
来
事
を
描
く
尾
崎
士
郎
「
朝
暮
兵
」（「
改
造
」
一
月
）
を
読
ん
だ
「
感
慨
無
量
」
と
比
べ
、

「
東
方
の
門
」
は
「
歴
史
の
教
科
書
で
も
無
理
に
読
ま
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
」
だ
と
漏
ら
す
。
し
か
し
「
細

雪
」
に
つ
い
て
は
、「
如
何
に
も
軟
文
学
」
だ
が
「
ふ
ざ
け
た
感
じ
は
勿
論
の
こ
と
、
こ
の
戦
時
下
に
な
ど

小澤 純

【
戦
局
】

▼
1
月

・
2
日
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
島
ブ
ナ
の
日
本
軍

守
備
隊
全
滅
。

・
9
日
、
南
京
政
府
、
英
米
に
宣
戦
布
告
。

・

日
、
英
米
、
重
慶
政
府
と
条
約
締
結
。

11
・

日
、
英
米
首
脳
、
カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
で
会

14談
、
日
独
伊
の
無
条
件
降
伏
要
求
で
合
意
。

▼
2
月

・
1
日
、
日
本
軍
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
か
ら

「
転
進
」
。

・
1
日
、
米
、
日
系
二
世
に
よ
る
部
隊
の
編

成
を
発
表
。

・
2
日
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
独
軍
降

伏
。

▼
3
月

・

日
、
東
条
英
機
、
南
京
政
府
と
会
見
し
、

13戦
争
完
遂
を
約
す
。

▼
4
月

・

日
、
山
本
五
十
六
、
ソ
ロ
モ
ン
で
戦
死
。
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と
い
ふ
気
持
な
ど
少
し
も
な
」
く
、「
唯
美
的
な
国
民
文
学
を
意
図
さ
れ
て
ゐ
る
や
う
な
気
配
」
が
あ
り
、

堀
辰
雄
「
ふ
る
さ
と
び
と
」（「
新
潮
」
一
月
）
等
と
共
に
、「
男
女
な
い
し
肉
親
の
日
本
的
な
愛
情
の
結
晶

か
ら
発
す
る
光
の
中
に
、
国
民
文
学
で
は
な
い
ま
で
も
、
戦
時
下
に
強
く
存
在
を
主
張
し
得
る
日
本
文
学

の
方
向
が
暗
示
」
さ
れ
た
と
称
揚
す
る
。
た
だ
こ
う
し
た
評
価
軸
は
、
例
え
ば
伊
藤
整
「
文
芸
時
評
「
細

雪
」
を
読
む
」（「
東
京
新
聞
」
三
・
八
）
が
、「
倒
錯
的
な
心
理
」
が
表
に
出
な
い
こ
と
で
「
作
品
が
清
潔

に
な
り
、
ま
つ
と
う
に
な
り
」「
作
家
が
立
派
に
見
え
」
た
印
象
の
裡
に
覚
え
た
「
一
種
の
不
安
」
に
接
続

す
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
文
脈
の
中
に
、「
ふ
る
さ
と
び
と
」
と
同
誌
同
号
に
掲
載
さ
れ
た
太
宰
の
「
故

郷
」、
さ
ら
に
は
「
気
の
弱
い
男
の
子
が
、
そ
れ
で
も
、
人
の
手
本
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
気
取
つ
て
」

と
「
序
」
で
こ
と
わ
る
『
富
嶽
百
景
』（
一
月
、
新
潮
社
）
の
同
時
代
受
容
も
あ
ろ
う
。

藤
村
と
谷
崎
の
「
国
民
文
学
」
化
を
戦
時
下
の
問
題
と
し
て
俎
上
に
載
せ
る
の
は
、
花
田
清
輝
「
文
芸

時
評

バ
ル
ト
ロ
オ
の
歌

」（「
現
代
文
學
」
一
・
二
八
）
で
あ
ろ
う
。
対
話
形
式
で
進
む
が
、
ボ
ー

マ
ル
シ
ェ
『
セ
ビ
リ
ア
の
理
髪
師
』
の
い
か
な
る
猫
も
夜
は
灰
色
に
な
る
と
い
う
一
節
を
枕
に
、
両
大
家

の
活
躍
を
夜
の
「
化
け
猫
」
に
見
立
て
る
。
そ
し
て
「
東
方
の
門
」
に
対
し
て
は
、「
中
央
公
論
」
の
「
後

記
」
を
捩
っ
て
、「
こ
れ
は
我
々
後
進
に
、
日
本
人
と
し
て
、
今
後
、
我
々
の
歩
く
べ
き
道
を
御
教
へ
に
な

つ
て
ゐ
る
の
で
す
よ
。
日
本
古
来
の
伝
統
に
平
田
篤
胤
の
や
う
に
眼
を
そ
そ
が
な
け
れ
ば
い
か
ん
、
し
か

し
、
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
シ
イ
ボ
ル
ト
の
や
う
に
、
異
国
の
文
化
に
も
、
つ
よ
い
科
学
的
な
関
心
を
も

た
な
け
れ
ば
い
か
ん
、
と
ね
」
と
述
べ
、
す
る
と
対
話
相
手
が
「
そ
の
も
つ
と
も
ら
し
い
と
こ
ろ
が
気
に

喰
い
ま
せ
ん
ね
え
」
と
手
厳
く
切
り
返
す
。「
細
雪
」
に
対
し
て
も
、
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
『
幽
霊
ソ
ナ
タ
』

を
枕
に
「
木
乃
伊
は
四
十
年
間
、
同
じ
場
所
に
座
つ
て
ゐ
ま
す
。

同
じ
亭
主
と
同
じ
道
具
と
同
じ
親

類
と
同
じ
友
達
と
」
と
揶
揄
し
、
谷
崎
の
道
徳
は
「
金
利
生
活
者
」
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
一
蹴
す
る
。

と
こ
ろ
で
花
田
は
、
太
宰
の
「
故
郷
」
に
つ
い
て
、「
当
人
は
、
神
秘
的
な
血
の
つ
な
が
り
で
も
暗
示
し
た

つ
も
り
で
ゐ
る
」
が
意
味
は
な
く
「
非
常
に
非
科
学
的
」
で
、「
か
う
い
ふ
狭
い
身
辺
の
事
実
に
ば
か
り
拘

泥
」
す
る
連
中
は
、
従
軍
や
開
拓
等
の
「
新
し
い
現
実
」
に
放
り
込
ま
れ
れ
ば
「
現
実
と
自
分
と
の
ギ
ャ
ッ

太宰治と戦争1941-1945

【
社
会
】

▼
1
月

・
1
日
、
中
野
正
剛
が
「
戦
時
宰
相
論
」
で

東
条
英
機
を
批
判
し
「
朝
日
新
聞
」
発
禁
。

・

日
、
中
等
学
校
・
高
等
学
校
・
大
学
等

21で
修
業
年
限
を
1
年
ず
つ
短
縮
。

▼
2
月

・

日
、
陸
軍
省
が
決
戦
標
語
「
撃
ち
て
し

23止
ま
ん
」
ポ
ス
タ
ー
5
万
枚
配
布
。

▼
3
月

・
2
日
、
兵
役
法
改
正
公
布
、
朝
鮮
に
徴
兵

制
実
施
（
施
行
は
8
月
1
日
）
。

・

日
、
商
工
省
に
金
属
回
収
部
設
置
、
家

24庭
の
鍋
な
ど
強
制
供
出
。

▼
4
月

・
1
日
、
樺
太
が
内
地
に
編
入
。

・

日
、
文
化
学
院
校
主
・
西
村
伊
作
、
不

12敬
罪
で
検
挙
。
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プ
を
「
高
邁
な
」
心
境
に
た
す
け
を
借
り
て
埋
め
」
る
代
物
だ
と
批
判
す
る
。
軍
部
は
ま
さ
に
、「
撃
ち
て

し
止
ま
ん
」
を
標
語
に
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
花
田
は
ト
ル
ス
ト
イ
『
戦
争
と
平
和
』
こ
そ
「
心
理

に
救
ひ
」
を
求
め
ず
「
前
線
や
銃
後
の
現
実
を
堂
々
と
料
理
」
す
る
「
科
学
的
」
筆
致
で
あ
り
、
同
誌
同

号
に
掲
載
さ
れ
た
火
野
葦
平
「
歩
哨
線
」
は
「
ち
や
ん
と
戦
争
と
い
ふ
現
実
」
を
描
く
「
立
派
な
作
品
」

だ
が
、「
本
当
に
科
学
的
な
、
精
密
な
因
果
律
に
、
興
味
を
も
た
な
い
御
蔭
」
で
は
と
留
保
す
る
。
花
田
の

本
領
は
、
こ
う
し
た
話
題
を
呼
び
水
に
、
横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
道
徳
か
科
学
か
を
白
黒
つ
け
よ
う
と
す

る
「
身
う
ご
き
で
き
な
い
時
代
」
の
典
型
例
と
し
た
上
で
対
話
者
二
人
が
お
互
い
に
「
灰
い
ろ
猫
」
だ
と

罵
り
合
う
韜
晦
に
あ
り
、
実
は
太
宰
の
「
黄
村
先
生
言
行
録
」（「
文
學
界
」
一
月
）
に
漂
う
生
真
面
目
さ

へ
の
は
ぐ
ら
か
し
こ
そ
、
花
田
の
ス
タ
ン
ス
に
通
じ
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
例
え
ば
宮
内
は
前
掲

評
で
、
同
作
は
太
宰
の
「
才
気
に
よ
つ
て
、
そ
の
面
白
さ
を
売
り
込
ん
で
」
お
り
「
そ
の
ユ
ウ
モ
ア
を
解

す
る
」
に
は
至
れ
ず
、
さ
ら
に
「
戦
時
下
の
緊
張
し
た
気
持
の
中
で
は
、
悪
ふ
ざ
け
を
さ
れ
て
ゐ
る
や
う

で
や
り
切
れ
な
」
い
と
断
じ
ら
れ
た
岩
倉
政
治
「
井
の
頭
動
物
園
」（「
改
造
」
一
月
）
と
併
せ
て
、「
同
じ

動
物
の
こ
と
を
書
い
て
ゐ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
岩
倉
、
太
宰
の
両
氏
は
流
石
、
足
も
と
に
も
及
ば
ぬ
や

う
な
鬼
気
の
迫
る
や
う
な
美
し
い
文
章
」
で
あ
る
「
細
雪
」
の
ダ
シ
に
さ
れ
る
。
だ
が
、「
関
西
の
有
閑
婦

女
子
の
生
活
が
書
い
て
あ
り
な
が
ら
、
少
し
も
非
時
局
的
な
感
じ
は
し
な
」
い
と
「
細
雪
」
を
褒
め
る
宮

内
に
、「
悪
ふ
ざ
け
」
と
い
う
「
身
う
ご
き
」
を
感
じ
さ
せ
た
点
が
貴
重
で
は
な
い
か
。
ま
た
徳
田
戯
二

「
文
芸
時
評

文
学
も
決
戦
で
征
く
べ
し
」（「
文
藝
首
都
」
三
月
）
で
も
、
同
作
は
「
現
実
決
戦
下
の
状

態
の
中
で
何
か
空
々
し
い
馬
鹿
々
々
し
さ
」
や
「
空
し
さ
」
を
持
つ
作
品
群
に
入
れ
ら
れ
「
既
に
時
代
的

に
過
去
の
作
品
」
と
見
な
さ
れ
る
が
、
却
っ
て
時
局
の
み
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
な
い
証
左
と
な
っ
て
い
る
。

三
月
に
な
り
、
上
林
暁
は
「
文
芸
時
評
」（「
文
藝
」）
で
、「
今
年
に
な
つ
て
、
一
月
の
話
題
は
、
島
崎

藤
村
、
谷
崎
潤
一
郎
二
家
の
長
篇
だ
つ
た
し
、
二
月
の
話
題
は
、
南
方
に
転
戦
し
て
帰
還
し
た
報
道
班
作

家
の
文
章
で
あ
ら
う
」
と
纏
め
て
い
る
。
傾
向
が
違
う
二
作
家
が
「
今
日
の
時
世
に
、
何
れ
も
争
つ
て
読

ま
れ
る
」
原
因
と
し
て
「
貫
き
通
し
た
芸
術
家
精
神
」
等
と
い
う
「
共
通
し
た
根
」
が
あ
る
が
、「
真
に
求

小澤 純

【
文
化
】

▼
1
月

・
1
日
、
書
籍
の
外
函
廃
止
を
実
施
。

・

日
、
情
報
局
が
ジ
ャ
ズ
等
の
英
米
音
楽

13約
1
0
0
0
曲
の
演
奏
禁
止
を
決
定
。

・

日
、
静
岡
で
遺
物
出
土
（
登
呂
遺
跡
）。

20
▼
2
月

・

日
、
理
化
学
研
究
所
、
大
型
サ
イ
ク
ロ

11ト
ロ
ン
の
組
み
立
て
を
完
了
。

▼
3
月

・

日
、
黒
澤
明
監
督
初
作
品
「
姿
三
四
郎
」

23（
東
宝
）
封
切
。

▼
4
月

・

日
、
東
京
大
学
野
球
連
盟
が
解
散
。

28

【
代
表
作
】

▼
1
月

・
太
宰
治
「
故
郷
」（「
新
潮
」）

・
堀
辰
雄
「
ふ
る
さ
と
び
と
」（「
新
潮
」）

・
島
崎
藤
村
「
東
方
の
門
」（「
中
央
公
論
」

～

月
で
中
絶
）

10



23

め
る
文
学
は
も
つ
と
ほ
か
に
あ
る
」
と
言
い
切
り
、
話
題
を
、
従
軍
作
家
が
「
内
的
な
体
験
」
に
お
い
て

「
生
死
の
問
題
を
一
度
き
つ
ぱ
り
と
解
決
つ
け
た
」
点
へ
と
移
す
。
高
見
順
の
ラ
ン
グ
ー
ン
日
誌
の
一
部

「
子
供
の
遊
び
そ
の
他
」（「
文
藝
」
二
月
）
の
「
死
と
は
、
自
己
を
無
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、
同
時
に
生

か
す
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
箇
所
を
引
用
し
、「
死
に
対
し
て
確
信
あ
る
言
葉
は
、
書
斎
の
中
で
頭
を
ひ
ね

つ
て
ゐ
て
も
出
て
来
」
ず
、「
行
動
人
の
単
純
率
直
さ
を
身
に
つ
け
た
こ
と
」
が
報
道
班
作
家
の
強
み
で
あ

り
、
同
時
に
「
複
雑
微
妙
な
文
学
の
世
界
へ
、
如
何
に
還
つ
て
ゆ
く
か
」
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
。

こ
う
し
た
期
待
の
中
で
書
き
継
が
れ
た
の
が
、
今
日
出
海
「
比
島
従
軍
」（「
文
學
界
」
二
～
九
月
）
等

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
た
号
の
「
後
記
」（
河
上
徹
太
郎
）
に
は
、「
発
表
舞
台
の

殆
ど
無
意
識
的
な
制
約
が
、
重
大
な
影
響
を
文
章
に
及
ぼ
」
す
中
で
の
期
待
が
記
さ
れ
る
。
今
は
一
九
四

一
年
か
ら
石
坂
洋
二
郎
・
尾
崎
士
郎
・
火
野
葦
平
・
三
木
清
等
と
比
島
派
遣
軍
第
一
次
宣
伝
班
員
と
し
て

マ
ニ
ラ
に
滞
在
し
た
が
、
一
年
以
上
前
の
十
二
月
八
日
の
描
写
に
始
ま
り
、
そ
の
適
度
な
距
離
感
に
よ
っ

て
開
戦
時
の
雰
囲
気
が
再
構
成
さ
れ
る
。
前
掲
『
富
嶽
百
景
』
の
「
序
」
に
は
「
戦
地
か
ら
帰
つ
て
来
た

人
と
先
夜
も
お
そ
く
ま
で
語
り
合
」
い
「
正
し
さ
」
に
つ
い
て
思
い
を
巡
ら
す
一
節
が
あ
る
が
、
太
宰
も

ま
た
、
か
つ
て
鎌
滝
時
代
の
無
軌
道
な
青
春
を
共
有
し
、
現
在
は
二
度
目
の
兵
役
に
つ
く
櫻
岡
孝
治
が
二

月
に
刊
行
し
た
記
録
文
学
『
馬
来
の
日
記
』（
大
日
本
百
科
全
書
刊
行
会
）
に
「
序
」
を
書
く
。

太
宰
は
「
右
大
臣
実
朝
」
の
準
備
を
着
々
と
進
め
る
が
、
一
月
の
「
婦
人
公
論
」
に
は
大
仏
次
郎
「
源

実
朝
」
の
第
一
回
が
、
二
月
の
「
文
學
界
」
に
は
小
林
秀
雄
「
実
朝
」
の
第
一
回
が
掲
載
さ
れ
、
時
代
に

呼
応
し
て
い
る
。
歴
史
小
説
で
あ
り
唯
美
的
要
素
も
流
れ
込
む
太
宰
な
り
の
「
国
民
文
学
」
へ
の
参
入
と

捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
構
想
を
対
象
化
し
て
い
く
「
鉄
面
皮
」
を
小
林
の
「
実
朝
」
第
二
回
が
載
る
直
前

の
「
文
學
界
」
四
月
号
に
発
表
す
る
。「
国
民
文
学
」
か
ら
は
程
遠
い
〈
私
〉
の
「
青
春
」
を
披
歴
し
た
後
、

戦
時
下
、
執
筆
中
の
「
右
大
臣
実
朝
」
を
織
り
交
ぜ
る
「
鉄
面
皮
」
振
り
を
露
わ
に
し
つ
つ
、「
第
二
国
民

兵
の
服
装
」
に
よ
っ
て
「
感
心
の
者
」
と
軍
人
に
誤
解
さ
れ
、
最
後
は
実
朝
の
「
ソ
レ
ダ
ケ
ガ
生
キ
ル
道

デ
ス
」
で
締
め
括
っ
て
み
る
。
そ
こ
に
は
花
田
と
共
有
す
べ
き
は
ぐ
ら
か
し
が
忍
び
込
ん
で
い
る
。

太宰治と戦争1941-1945

・
谷
崎
潤
一
郎
「
細
雪
」（「
中
央
公
論
」
～

3
月
以
後
は
発
表
禁
止
）

・
太
宰
治
「
黄
村
先
生
言
行
録
」（「
文
學
界
」）

・
大
仏
次
郎
「
源
実
朝
」（「
婦
人
公
論
」
～

月
）

11
・
太
宰
治
『〈
昭
和
名
作
選
集

〉
富
嶽
百

28

景
』（
新
潮
社
）

▼
2
月

・
中
島
敦
「
弟
子
」（「
中
央
公
論
」）

・
小
林
秀
雄
「
実
朝
」（「
文
學
界
」
～
6
月
）

・
今
日
出
海
「
比
島
従
軍
」（「
文
學
界
」
～

9
月
）

・
岩
田
豊
雄
『
海
軍
』（
朝
日
新
聞
社
）

・
岸
田
國
士
『
暖
流
』（
三
学
書
房
）

▼
3
月

・
高
見
順
「
帰
つ
て
の
独
白
」（「
改
造
」）

・
網
野
菊
『
妻
た
ち
』（
東
晃
社
）

▼
4
月

・
太
宰
治
「
鉄
面
皮
」（「
文
學
界
」）

・
亀
井
勝
一
郎
『
大
和
古
寺
風
物
誌
』（
天

理
時
報
社
）

・
武
田
泰
淳
『
司
馬
遷
』（
日
本
評
論
社
）


